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特 集 産婦人科 働き方改革へのロードマップ

企画：松村謙臣，加藤育民

WEBアンケートにご協力ください
読者アンケート（所要時間約 3分）にご協力いただいた方の中から抽選で毎月 10名の方に図書カード
1,000 円分を贈呈いたします（当選者の発表は贈呈品の発送をもって代えさせていただきます）。

� アンケート回答はこちらから�➡�https://forms.gle/RZMT6aqQoFoAKdJu8
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